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縄
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
宅
部
遺
跡
は
、
武
蔵
野
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
島
の
よ
う
に
存
在
す
る
狭

山
丘
陵
の
東
端
の
谷
間
に
位
置

す
る
。
都
営
住
宅
の
建
て
替
え

に
伴

っ
て
、　
一
九
九
六
年
人
月

か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
本

調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
縄
文
時

代
後
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

榜

複
合
遺
跡
で
、
縄
文
時
代
後
期

土自
　
の
水
場
遺
構
、
人

・
九
世
紀
の

池
や
谷
で
の
水
場
祭
祀
遺
構
が

主
体
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
中
世
に
関
係
す
る
遺
構

・
遺
物
は
多
く
は
な
く
、　
三
二
世
紀
を
主

と
す
る
若
千
の
舶
載
陶
磁
器
片
が
ま
ば
ら
に
出
土
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
二
〇
〇

一
年
度
の
調
査
で
、
丘
陵
上
か
ら
石
敷
き
遺
構
が
発
見

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
板
碑
が
、
ま
た
遺
構
直
下
の
自
然
流
路
か
ら
木
簡
が
出
土
し

た
。石

敷
き
遺
構
は
、
北
側
丘
陵
部
か
ら
の
湧
水
が
刻
ん
だ
小
規
模
な
谷
の
東
岸

の
肩
付
近
で
、　
一
〇
ｍ
幅
く
ら
い
の
範
囲
に
川
原
石
を
乱
雑
に
敷
き
詰
め
た
状

態
で
検
出
し
た
。
谷
の
出
口
と
本
流
側
で
は
傾
斜
面
に
も
石
敷
き
が
存
在
し
、

一
定
の
角
度
が
保
た
れ
て
お
り
、
護
岸
的
性
格
も
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

板
碑
は
全
部
で
数
十
点
あ
る
が
全
て
断
片
で
あ
り
、
最
大
の
も
の
で
も
縦
五

七
帥
幅
三
五
側
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
石
敷
き
遺
構
内
の
直
径
約

一
ｍ
の
浅

い
窪
み
に
乱
雑
に
投
げ
込
ま
れ
、　
一
呑
大
き
な
破
片
で
蓋
を
さ
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
。
破
壊

・
廃
棄
さ
れ
た
状
態
で
は
あ
る
が
、
も
と
も
と
そ
の
場
に
設
置

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
検
討
し
て
い
る
。
種
子

・
陰
刻
を
も
つ
も

の
に
は
、
阿
弥
陀

一
尊
、
阿
弥
陀
三
尊
、
「月
十
八
日
／
明
弥
」
の
三
点
が
あ

之
ρ

。木
簡
は
本
流
側
の
傾
斜
面
を
下
っ
た
、
自
然
流
路
内
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

岸
辺
の
黒
色
の
シ
ル
ト
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
多
少
の
動
き
は
あ
る
に
し
て

も
、
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

東
村
山
市
周
辺
は
武
蔵
七
党
の
本
拠
地
の
一
つ
に
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
具

　

９



体
的
な
中
世
遺
構
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回
の
発
見
は
周
辺
の
中
世
史
を

研
究
す
る
た
め
の
新
資
料
と
な
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
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四
片
に
分
離
し
て
い
る
が
、
出
土
時
に
は
破
片
の
位
置
関
係
が
保
た
れ
て
お

り
、
埋
没
途
中
で
折
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
完
形
だ
が
、
下
端
に
少
々
欠
損

が
あ
る
。
中
央
部
の
欠
損
は
調
査
中
の
も
の
。
板
目
材
で
、
上
端
部
左
右
に
各

ニ
カ
所
の
切
り
込
み
を
も
ち
、
上
端
部
を
黒
く
塗
る
。
「年
」
の
上
は

「年
号

十
数
字
」
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
「第
」
の
上
の
字
は

「月
」
の
可
能
性
が

あ
る
が
判
読
不
能
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
馬
場

基
氏
、
明
治
大
学
の
吉
村
武
彦
氏
ほ
か
の
ご
教
示
を
得
た
。

（千
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敏
朗
）

木
簡
学
会
二
〇
周
年
記
念
図
録

『日
本
古
代
木
街
集
成
』

の
刊
行

木
簡
学
会
で
は
、
会
創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
木
簡
図
録

『日
本
古

代
木
街
集
成
』
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
、
先
に

一
〇
周
年
を
記
念
し
て
刊

行
し
た

『日
本
古
代
木
簡
選
』
盆

九
九
〇
年

一
一
月
、
岩
波
書
店
刊
）

の
続
編
に
あ
た
る
も
の
で
、
こ
れ
以
後

一
九
九
九
年
度
ま
で
に
全
国
で
出

土
し
た
古
代
の
木
簡
を
中
心
に
、
各
発
掘
調
査
担
当
機
関
の
ご
協
力
を
得

て
、
の
べ

一
〇
七
の
遺
跡
の
木
簡
計
五

一
〇
点
を
鮮
明
な
図
版
と
し
て
紹

介
す
る
。

こ
の
間
、
長
屋
王
家
木
簡

。
二
条
大
路
木
簡
の
発
見
な
ど
、
木
簡
の
出

土
点
数
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
木
簡
出
上
の
量
と
質

の
地
方
へ
の
ひ
ろ
が
り
に
は
ま
こ
と
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
今
回

は
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
内
容
別
の
編
集
方
針
を
と
り
、
図
版
、
釈
文
、

解
説
の
三
本
立
て
と
し
た
。
ま
た
、
木
簡
出
土
遺
跡

・
遺
構
解
説
を
付
し
、

検
索
の
便
を
図
っ
た
。
解
説
の
執
筆
は
、
佐
藤
宗
諄

・
寺
崎
保
広

・
山
中

章

・
吉
川
真
司

。
増
測
徹

・
山
口
英
男

・
渡
辺
晃
宏

。
舘
野
和
己

・
鈴
木

景
二

・
佐
藤
信

。
本
郷
真
紹

・
和
田
率

。
東
野
治
之

・
古
尾
谷
知
浩
の
各

氏

（執
筆
順
）
の
分
担
に
よ
る
。
ま
た
、
印
刷
は
岡
村
印
刷
工
業
株
式
会

社
が
行
な
っ
た
。

Ｂ
四
版
　
巻
頭
カ
ラ
ー
図
版
ニ
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ク
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、
解
説
ほ
か

一
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〇
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